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自助具とは

身体が不自由な人が、日常生活動作を
より便利に、より容易に できるように

工夫された道具です。

Self-help devices



自助具の発想と考え方
自助具の活用は、

「できないこと」

「不便なこと」

「困難なこと」

気づくことから始まります。



自助具の発想と考え方

自助具の活用は、 「できないこと」 「不便なこと」
「困難なこと」 に、気づくことから始まります。

ペットボトルの蓋が

開けにくい

爪切りがうまく
使えない

箸がうまく

使えない

靴下が
履きづらい



自助具の発想と考え方

使う人の立場で、

どうすればできるかを考えること

そして動作の観察と分析が必要です。



自助具の発想と考え方

ペットボトルの
蓋が

開けにくい

爪切りがうまく使
えない

箸がうまく
使えない

靴下が
履きづらい



自助具の発想と考え方
○ 使えない自助具

○ 使いたくない自助具

大きい 重い 機能が複雑
危険な自助具

かっこうが悪い

使う人の感性が考えられていない



自助具の活用事例
● リウマチのAさん

● 足先で絵を描くBさん

● 片手で薬を飲むCさん

● マウススティックを使いこなすDさん

● 自分でできるように頑張るEさん

● 頸椎を損傷したFさん



リュウマチのAさん





足先で絵を描くBさん









片手で薬を飲むCさん
錠剤取り出し器＆受け皿

ブリスターパック



3本のマウススティックを使いこなすDさん



みんなと一緒に給食が食べたいE君
長柄スプーン・フォーク

２７０㎜

２６ｇ



自分のことはできるだけ自分でするE君
電動歯ブラシを使って歯磨き



『自分でできる』そして『人にしてあげられること』の喜び

手の形に合わせたホルダー

頸椎を損傷したFさん



自助具の開発と
製作ボランティア

● 手の力の弱い人のための 食事用自助具の開発

○ 使う人の好みや要望を反映したデザイン
（ ハート形の台付き爪切り ）

○ 身近な素材で、簡単加工の自助具作り

○ 自 助 具 づ く り の ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ



「手の力の弱い人のための食事用自助具」
の開発事例

筋ジストロフィーの方のために製作したフォーク



筋ジストロフィーの方のために
製作したフォーク



スティックフォークの問題点

（筋ジストロフィー患者を対象とした開発）

極度に鋭く突出した形状は視
覚的不安感を生んだ

筋ジストロフィーの患者に
合わせたグリップ部形状は
汎用性に欠けていた



刺しやすさの工学的解析
つまようじ先端形状を採用することで、刺しやすさを損なわずに、
鋭い先端によるケガの危険性を回避出来た

つまようじ先端形状の改良
型フォーク改良前フォーク



筋萎縮性側索硬化症（ALS）の方のために
製作したフォーク



■様々な持ち方が出来るグリップ部の形状

グー握り

下から中指で支え、親指と
人差し指で押さえて握る

上から握り込む

中指と人差し指で握る



自助具の開発と
製作ボランティア

○ 手の力の弱い人のための食事用自助具の開発

● 使う人の好みや要望を反映したデザイン
（ ハート形の台付き爪切り ）

○ 身近な素材で、簡単加工の自助具作り

○ 自助具づくりのボランティアグループ



「ハート形台付き爪切り」の開発事例

見本サンプル

使って楽しくなる物に
して！

明るく目を引く

色使いにして

デザインを考える



「ハート形台付き爪切り」の開発事例



自助具の開発と
製作ボランティア

○ 手の力の弱い人のための食事用自助具の開発

○ 使う人の好みや要望を反映したデザイン

（ ハート形の台付き爪切り ）

● 身近な素材で、簡単加工の自助具作り

○ 自助具づくりのボランティアグループ



アクリル樹脂

板材から必要寸法をカットする ホットガンで加熱する 柔らかくなったら成形する

身近な素材で、簡単加工の自助具作り



身近な素材で、簡単加工の自助具作り



コルク粘土

鉛筆ホルダー

指サックホルダー

ペンホルダー

身近な素材で、簡単加工の自助具作り



発砲塩ビ／マウスガード
シリコン印象材

身近な素材で、簡単加工の自助具作り

トング型箸

グリップ付きスプーン

ロングスティックフォーク

マウススティック



自助具の開発と
製作ボランティア

○ 手の力の弱い人のための食事用自助具の開発

○ 使う人の好みや要望を反映したデザイン
（ ハート形の台付き爪切り ）

○ 身近な素材で、簡単加工の自助具作り

● 自助具づくりのボランティアグループ



NPO自助具の部屋

1983年 ボランティアグループ「自助具の部屋」発足

198４年 大阪府肢体不自由者協会に場所を借り、
「自助具の部屋」本格始動

2003年 「大支協・自助具の部屋」協会のボランティアグループ
と成る

2018年 「NPO自助具の部屋」設立し独立



バリアフリー展

HCR展示

セミナー

⒊自助具の研究・開発

活動の目的

⒉自助具の普及・啓発活動

⒈自助具の製作・提供



自助具の製作

�ボランティアグループによる自助具の製作

○ メンバーの専門性を活かしたものづくり

○ 安くて、早くて、的確なものづくり

生活指導員

看護師

木工おもちゃ

OT/PT 金属加工

デザイナーケアマネジャー 姿勢保持の工房

企業の技術者

主婦

自助具



2016年６月現在
（総数35所在地）

東北地区（1）
●まち工房　なんも［秋田市］

京都地区（1）
●京　自助具館［京都市］

岐阜地区（2）
●高山自助具の部屋［高山市］
●あんき工房［本巣市］

九州地区（1）
●福祉用具プラザ北九州 リハビリ工房［北九州市］

大阪地区（9）
●大肢協「自助具の部屋」［大阪市］
●ハンドインハンド きしわだ［岸和田市］
●自助具製作V.G.セルフ ［四条畷市］
●とじぼ［富田林市］
●ひらかた自助具工房［枚方市］
●自助具の工房 さやま［大阪狭山市］
●自助具製作ボランティアグループ「わかば」・本部［茨木市］
●自助具製作ボランティアグループ「わかば」・高槻事務所［高槻市］
●さぽーと［箕面市］

東海地区（6）
●あすて自助具工房［豊田市］
●NFP技術ボランティア ［名古屋市］
●ボランティアグループ  一二三［大府市］
●長久手自助具の部屋［名古屋市］
●岡崎自助具の部屋［岡崎市］
●椙山自助具の部屋［名古屋市］

三重地区（2）
●自助具工房くわな［桑名市］
●鈴鹿自助具ダブルシュークリーム［鈴鹿市］

奈良地区（1）
●奈良自助具の部屋［磯城郡田原本町］

関東地区（1）
●八王子自助具工房フレンズ［八王子市］中国地区（3）

●みはらタコ工房［三原市］
●津山自助具クラブ［津山市］
●ふれあい自助具工房［宇部市］

滋賀地区（8）
●α工房［草津市］
●ケアクラフト 002 ［大津市］
●湖北虹工房［長浜市］
●工房YOU ［東近江市］
●ほほえみ工房［高島市］
●こうら工房　心［犬上郡甲良町］
●ひこね自助具開発工房［彦根市］
●生活用具工房「微・助っ人」［愛知郡愛荘町］

2019年9月現在

（総数３1）

NPO

3

(8)



提供済自助具の状況

⒈ 提供済自助具のデータ分析
1988年から2003年までの自助具製作依頼分析（１６年間）

「食事」・「コミュニケーション」・「整容・更衣」が
上位を占め、不便さ解消に必要な生活便利用具の
三大自助具であった。

製作依頼件数 ＝７８３件
1363点

406点 30％

コミュニケーション

331点 24％
整容・更衣

趣味・娯楽

家事

食事

移動

321点 24％

136点 10％

88点6％

69点5％

12点 1％その他



提供済自助具の状況
⒉ 提供済自助具の調査結果

413点
34%

258点21%

209点
17%

77点
6%

44点
4%

14点1%
211点
17%

脳性マヒ
（CP）

リウマチ
（RA）

片マヒ

頚椎損傷

全身マヒ

筋萎縮症側索
硬化症（ALS）

その他

２３３人

１５４人 １０７人

２３人

２８人 ７５人

10人

・脳性麻痺（CP）では、キーボードカバー、マウススティック、コミュニケーション関

連が３５％を占め、次にグリップ付きスプーン、フォーク、ホルダー付きスプーン、
フォークなどの食事関連が３１％と多くなっている。
○CPの方は全身性のマヒにより言語障害を呈するケースが多いため、コミュニ
ケーション関連への要望が高い！
○食事は、何らかの補助具があれば自分で食事することが可能となるため製作

依頼が多い。

・リウマチでは自助具の品目全体にわたっている。長柄ブラシ、台付き爪切り、点

眼器などの整容・更衣関連が47％、洗濯バサミ、オープナーなど家事関連21％、
持ちやすい箸など食事関連21％と多くなっている。
○リウマチの方への自助具の提供は生活全般にわたっており、個別自助具の製
作が多岐にわたっている
○中年以降の女性に多く発症することから、長柄ブラシ、クシ、など整容品の製

作依頼が多くなっている。
○目の病気も起こりやすくなり、関節可動域制限で手が顔に届きにくいため長い
柄のブラシや点眼器の製作も多い。

・片マヒなどの脳血管障害の方は、片手用編み機などの余暇活動関連のものを多
く依頼している。片手用編み器類、読書台、トランプ立で全体の３１％を占め、爪切
り３４件（１６％）は特徴的
○高次機能障害がなければ少しの介助で片手でも楽しめるので、リハビリを兼ね女
性の方からは、編み物関連の自助具製作が多い。
○読書台とページめくり用スティックの製作依頼は、ボケ防止にと、積極的に自助
具を活用したい方と思われる
○自助具製作の中で片手用のものはかなり有り、品目全般に片手使用のものが求
められる

疾患別自助具依頼の傾向

疾患別自助具依頼数 ＝１２２６点
（団体からの数を除く）



提供済自助具の状況
⒊ 自助具製作依頼の傾向

・食生活の充実や質を求める中で、片手用まな板類やオープナーなどの「家事」における自助具製作依頼が増えた。

・高齢化に伴う薬関係の薬剤オープナーや点眼器などが増え「その他」が上位に入ってきた。

・新しい情報機器の登場により、それに伴ったタッチペン型マウススティックやipad用キーボードなどの依頼も増えた。

・電子機器パーツがネットなどで入手しやすくなった事で、特殊な自助具も製作可能となった。

（ナースコール・モーター可動式点眼器・足踏み可動ギター・電子楽器など）

・自助具製作に必要な材料がホームセンターやネットで入手しやすくなり、新しい自助具の製作が広がっている。

（マウスピース剤を利用下マウススティック・グリップ付きスプーン、布巾絞り器のシリコンバーなど）

食事

43点33％

コミュニケーション

36点27％
家事

１７点13％

その他

12点9％

整容・身だしなみ

8天6％

趣味・娯楽 7点5％

4点3％
2点２％

更衣
トイレ 移動2点２％

406点

30％

コミュニケーション

331点24％整容・更衣

趣味・娯楽

家事

食事

移動

321点24％

136点10％

88点6％

69点5％ 12点1％その他

1988年から2003年までの１６年間 今年度4月から11月まで

製作依頼件数
71件131点

製作依頼件数
783件1363点



H・C・R 相談カード集計

⒈ 相談自助具の傾向

・「その他」の相談が多くあったのは、自助具作りに関する相談で、材料や加工に関する作業療法士や理学療法士の方

からの自助具づくりに関する相談が目についた。

・地域での自助具工房の情報に対する相談も多く、地域の自助具工房を紹介した。あらためて地域での工房の立ち

上げや連携の重要さを感じた。

・相談の上位に「整容・身だしなみ」が「食事」を押さえ入ったが、アクティブな生活を目指す利用者の前向きな姿が伺えた。

2018年の結果
総数＝６５人

相談科目内容

その他
（家庭設備品・事務用品・健康・
衛生管理補助用具・全般・その

他 ）

整容・身だしなみ
（爪の手入れ 手 足 ・歯・口・顔・髪 ）

コミュニケーション
（P C 関連用具・電話機・ファックス・
携帯電話）

２１％

３８％

14％

14％

5％

5％

3％

食事
（食器・箸・スプーン類・フォーク・
食事補助用具）

更衣
（衣類・靴・ファスナー・ボタン・
ネクタイ・靴下・着脱）

入浴

趣味・娯楽
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疾患・障害

麻痺



自助具製作工房の現状と課題

産官学医民の連携が必要

・安定した作業場が得にくい・・・工房の所在地、環境、広さ、設備、資金
・組織の活性化がしにくい・・・・・ボランティア育成講座、学校での講演会・展示会
・製作レベルに差がある・・・・・・・技術講習会・Webでの情報公開
・工房間の情報交換が無い・・・・工房を結ぶネットワークづくり・ Web を利用

大学（福祉・工学系）

障害当事者

行政機関福祉用具メーカー

市民ボランティア医療の専門家
（OT/PT）



これからの自助具製作

⒈ ３Dプリンターを導入した自助具づくり

市民ボランティア

大学（福祉・工学系）

リハの専門家（OT/PT）
３D自助具

・同じような障害に対応しやすい・・・・・・・・・形状や寸法を障害者に合わせて変えられる
・汎用性のあるものは普及しやすい・・・・・・企業による商品化もしやすくなる
・情報の公開で多くの人が恩恵を受ける・・データがあれば、どこでも、誰でも、製作できる



これからの自助具製作

⒉ 自助具づくり情報の共有化

自助具データベース支援グループ
製作ボランティアが作成した自助具の情報を全国的に公開することにより
普及させることを目的とする。

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ＤＢ登録、Ｗｅｂ発信

公益財団法人テクノエイド協会
生活便利用具（自助具）データーベースシステム



ありがとうございました

ニーズ・シーズマッチング交流会


